
 
 

 

 

 

 

～走りだせ きらめく次の時代へ～ 
   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

  

  

   

 

 

 

  

 

 

 

 

3/7 三年生を送る会 

 約２時間ほどの会は、手作りで温かみのあるものでした。 

しかし、今年は例年以上に準備の時間が少なく、苦労していま

す。 

 少しの時間を惜しんで練習した「学年の出し物」や最後の最

後まで手を加えた「体育館の装飾」・「くす玉」は３年生への感

謝を伝えるためのものでした。その気持ちに３年生も温かい拍手

を送っていました。 

 校長先生からは会場を包み込む雰囲気が和やかでいい雰囲

気にあふれていたと講評をいただきました。 

 本校の「３年生を送る会」は出し物や飾りつけを生徒と教職員が学級の枠を越えて学年一丸となって作

り上げている生徒会行事であり、学年ごとの創意工夫が見られます。今年度の１学年出し物は「スクリーン

に映した画像をバックに替え歌」「劇」「呼びかけ」「合唱」でした。２学年の出し物は「ダンス」「劇」「合唱」で

した。３年生からは「下級生へのメッセージ」「合唱」のお礼が披露されました。 

 在校生から３年生へ用意されたメッセージカードは、飛び出す仕掛け絵本のようにデザインされ 1 枚 1 枚

を１年生が手作りで作成しました。 

３年生への 
メッセージカード 

生徒会長あいさつ 

左：１年出し物 
右：２年出し物 

体育館の装飾 
ガラス面：２学年担当 
壁面：１学年担当 

会のフィナーレを
飾ったくす玉 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜3 年生を送る会を終えて‥１・２年生の感想＞ 

・来年度は今の 3 年生のような、歌が上手でみんなをひっぱって最後にはみんなに感謝される学年に

なりたい。 

・僕は装飾を手伝いました。窓を見たらとてもきれいでした。自分たちも役に立ったなと実感しました。3

年生はスライドを見ると面白く、やるときはやるという学年でした。僕たちはそれ以上のものを受け継が

ないといけません。 

・最後に３年生が僕たち 2 年生や 1 年生にバトンを渡してくださったところが 1 番印象に残っていま

す。また、3 年生の歌声を聞いて、目標にしている 3 年生方はまだ先にいると実感しました。追いつけ

るように頑張りたいと思いました。 

・僕はダンスをしました。毎日休み時間や放課後にたくさん練習しました。その結果、みんな間違えな

いで楽しく踊れてよかったです。くす玉がとてもきれいだった。今回みたいな立派な会を開いてもらえるよ

うに後輩の手本となれるような学年にしたいです。 

・今の 3 年生を見習い、2 年生になる 1 年生と新しく入ってくる新 1 年生を引っ張っていけるようにが

んばりたいです。朝のあいさつなどの基本的なことをしっかりとできる学年にしたいです。 

・今年の 3 年生のようにちゃんと歌が歌える学年にしたいです。歌をしっかり歌えるということは集団を

信じることができる証しだと思うからです。・2 学年の出し物の中で私はダンスを踊りました。最初は全

然覚えられなくて、不安でした。でもそこから放課後、練習をして踊れるようになったので、良かったで

す。くす玉も少し、制作に関われて、完成したくす玉を見れてうれしかったです。３送会をやってより一

３年生の圧巻の合唱 
「3 月 9 日」 

３年生から１・２年生への 
お礼メッセージ（即日掲示） 



 
 

層、この学年の団結が出来たと思います。  

・劇も歌も吹奏楽の演奏も練習をしっかりしてこそ完成するものです。これからのいろいろな行事に練

習を積み重ねること、一生懸命にとりくむことを心掛けたいです。ただなんとなく練習するのではなく、こ

れをなんのためにするのかどう工夫するのかしっかり考えて意味のあるものにしたいです。 

・一番印象に残っているのは、3 年生の歌です。本当にすごかったです。先輩たちの顔を見て歌を聞い

たら自然と涙が出てしまうほど印象に残るものでした。私はガラス面飾りのセクション長としてステンドグラ

スを作成しました。実行委員や美術部、2 年生、先生、いろいろな方に助けてもらってなんとか完成で

きてよかったです。一人一人にお礼を言っても足りないくらい助かりました。 

・最後に倉持先生が言っていたように、今の 3 年生を越えられるような学年にしたいです。私たちの学

年は男女仲がよいので、そこをいかせるように協力してよい一年にしたいです。 

 

 

 

 今学期最後の専門委員会では委員会代表生徒の指揮で全委員会が一年間の活動の振り返り

の記録を行いました。来年度も「狭山一の学校を目指します」。それぞれの委員会において、どのよう

な活動が「狭山一の学校」を支えるか考え、２０日の生徒総会の準備を行いました。 

 

 

 

 生徒総会を行う上での注意点、議事の進行の仕方、議案書の読み

合わせや取扱いなどについて本部役員からの説明がありました。生徒総

会での討議時間の確保とスムーズな合意形成を意図しています。 

 

 給食キャンペーンの表彰クラスは２－３， 

１－５でした。 

 

 

 

 議案として取り扱った内容は 

①3０年度生徒会活動報告と 31 年度生徒会活動方針案 

②専門委員会の活動方針案 

の 2 点です。今年度は来年度はじめのスムーズな生徒会活動のスター

トを期待して、前年度末に生徒総会を開催することにしました。 

 ①については承認作業まで実施しました。 

3/12 専門委員会 

3/20 生徒総会 

3/19 生徒朝会 

議案書の読み合わせの様子 
‥全クラス一斉 朝 



 
 

 ②については来年度、新委員が決定したのち、再度確認を行い、承認作業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     今年度の生徒会活動は終了しました。来年度も頑張りましょう。 

提案を行う本部役員
と専門委員会代表 

スローガンを掲げて来年度の
方針案を説明する本部役員 

専門委員会の代表による活動
方針案の説明‥劇を加えたり
など趣向をこらした発表も見
られました。 

一般質問と回答の様子 
来年度の生徒会活動を盛り上
げる趣旨のやり取りが行われ
ました。 

第 1 号議案の採決の様子 

４つの柱 
・委員会活動に責任と自覚を持って取 
り組める学校 
・課題を見つけ生徒の手で解決してい
く学校 
・いじめゼロを生徒会が推進する学校 
・掃除が自慢の学校 


